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あいあいつうしん 
 

 

 

 

  

「１月は行く、２月は逃げる、３月は去る」と言いますが、つい先日まで節

分の豆まきをしていたと思ったら、もう３月です。別れの季節でもあるこの時

期に、あいあい教室でもたくさんの子どもたちが卒園を迎えます。これまでプ

ールやハロウィン遊び、製作といろいろな経験を積み重ねてきました。泣いた

り笑ったりした日々をいつか思い出して、「あんな頃もあったなぁ」と微笑む

のはもう少し先でしょうか。これからも素敵な思い出を作っていこうね。希望

の春はもうすぐそこ！  

それでは、今月のつうしんをお届けします。  

 

 

  ３月の予定  
＜児童＞        ３月中旬～卒園を祝う会  

（年長児在籍のグループごとに行います）  

＜放デイ＞      28日（月）旅立ち会（高校３年生の門出を祝う会）  

＜児童・放デイ＞   28日（月）避難訓練  

＜職員関係＞      ９日（水）監督職研修（廣瀬）  

10日（木）三者連絡会（盲学校・アイリス教室・あいあい教室） 

          （17：30～／オンライン）  

22日（火）虐待防止研修（16：45～17：35）  

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、２月半ばから延期している後期個

別懇談は、来年度のモニタリングも含めて順次お話をしていく予定です。  

※3 月は、児童・放デイともに春休みはありません。新年度は、4 月 1 日（金）

より通園・通所が始まります。  

※新型コロナウイルスの感染状況により予定を変更することがあります。  
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★ホームページ版 「あいあいつうしん」 がご覧になれます★ 

京都ライトハウスのホームページ内、あいあい教室のページから「あいあいつうしんWeb版」の     

コンテンツにアクセスしてください。写真がカラーで掲載されています。Web版もぜひご覧ください！ 
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みんな、ありがとう！    

年長児 保護者の皆さんからのメッセージ 

今月も、年長さんの保護者の皆さんから、卒園に向けて想いのこもったメッセ

ージをいただきました。皆さん、お忙しい中どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

その12 Ｋ  さん  

Ｋ
．
は１歳のとき、斜視もあり追視もしない子でした。医療福祉センターのリ

ハビリの先生からあいあいを紹介してもらい、１歳過ぎからあいあい教室にお

世話になり、早５年。一番長く通った療育になりました。  

他の療育園も並行して気づいたことですが、あいあい教室の先生方は、本当

に子どもの細かいところまで見てくださっていました。  

「こんなことできるようになったよ」「こういう動きが出てきているよ」な

ど、親が気付かないようなことまで見てくださるのが素晴らしかったです。  

Ｋ
．
は、知的も運動面もかなり重度の遺伝子疾患を抱えていますが、それでも

あいあいに通う中で、「小さな成長を積み重ねてきたのだなぁ」と感慨深くな

ります。未だに首さえ座らないＫ
．
ですが、最近では先生の介助で便座に座らせ

ると、トイレが成功することが多くなってきました。出来ないと決めつけずに

繰り返しチャレンジすることの大事さを、ひしひしと感じている今日この頃で

す。  

また、肢体不自由児さんは金曜グループになることが多く、毎年知っている

メンバーが殆どで、母達も気兼ねなく悩みなどもお喋りできました。保護者室

でのひとときが本当に毎回楽しくて、Ｋ
．
以上にあいあいの日を楽しみにしてい

る母でした。  

長くお世話になった分、３月で卒園してしまうのがとてもとても寂しいです

が、４月からもあいあいの放課後デイにもお世話になる予定なので、今後とも

よろしくお願いします。  
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春の BGM をお届けします    

その13 Ａ  さん  

Ａ
．
は６歳の女の子で、プラダーウィリー症候群です。弱視があります。２歳

の時にメガネをかけ始めて、あいあい教室には３歳からお世話になっています。

Ａ
．
はあいあいが大好きで、毎日「今日はあいあい？」「明日はあいあい？」と

聞いてきます。そんな言葉を聞くと、「本当に楽しくて大好きな場所なんだな

ぁ」「通って良かったなぁ」といつも思います。私も、お母さんたちとの会話

がとても楽しかったのです。  

もうすぐ１年生で楽しみと不安がありますが、Ａ
．
らしく笑顔で元気いっぱい

で過ごしてほしいです。  

先生達、保護者のみなさん、本当にお世話になりました。ありがとうござい

ます！寂しい！！  

 

 

 

その14 Ｒ  さん  

娘の眼の状態については、生後２ヵ月頃に斜視や斜傾が気になりました。そ

の後、健診では「特に異常はない」と言われたのですが、不安だけは残ってい

ました。１歳頃に小児眼科を受診し、弱視・斜視・遠視との診断を受けました。

幼少期に見つかったので矯正でなんとかなると安心していましたが、その後網

膜に異常があり視力が伸びることはないとの診断を受けました。私自身も先天

性の弱視があり、その後視力を失ったので、「その辛さを娘も感じることにな

るのか…」という思いと、「私のせいでこうなったのでは…」という自責の思

いから、前向きになることがしばらくできませんでした。しかし、家族のサポ

ートや療育を通して知ることができた娘の姿、また娘自身が自分を知っていく

姿、それらを踏まえて、とにかく楽しむことを続ければいいんだと思えるよう

になりました。  

そしてちょうどそんな時に、あいあい教室を教えてもらい、１年間通わせて

もらいました。娘もすぐに馴染むことができて、「すごく楽しい」と喜んでい

ました。あいあい教室では、子どもの遊びの中から普段とはまた違った視点や

関わりを教えてくださるので、毎回親子で成長することができました。お世話

になった先生方、一緒に共感してくださったお母さん方、これまで本当にあり

がとうございました。  
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その15 Ｈ  さん  

Ｈ
．
は、年長の８月からあいあいへ通い始めました。通うきっかけとなったの

は、双子の妹Ｎ
．
です。一緒に通わせてあげたいと思い、先生にお願いしました。  

Ｈ
．
は産まれて１ヵ月の時に未熟児

み じ ゅ く じ

網膜症
もうまくしょう

が分かり、２度手術を受けました。

その後手術はしていませんが、両眼弱視で現在も通院はしています。妹のＮ
．
よ

り視力はあり、今では一人で出来る事も増え、お手伝いもしてくれるようにな

りました。  

あいあいではすぐ馴染み、お友達のお名前も覚えるのが早くて驚きました。 

「次、いつあいあい？」「あと何回寝たらあいあいなん？」と、保育園より毎

週楽しみにしていました。  

あいあいは７ヵ月と短い期間ではありましたが、先生方にたくさん相談に乗

っていただき、小学校へ向け準備も出来ました。同じ曜日のお母さんにもたく

さんお話を聞かせてもらい、私もとても楽しかったです。短い期間ではありま

したが、本当にありがとうございました。  

 

 

その16 Ｎ  さん  

Ｎ
．
は、年長の８月からあいあいへ通い始めました。病院から紹介して頂き、

あいあいと出会いました。私とＮ
．
で見学に寄せてもらい、Ｎ

．
から「ここへ行き

たい！」と言ってくれました。  

Ｎ
．
は産まれて１ヵ月の時に、双子の姉Ｈ

．
と同じで未熟児

み じ ゅ く じ

網膜症
もうまくしょう

が分かり２度

手術を受けました。Ｎ
．
だけ右眼の出血がひどく、３度目の手術を受ける事にな

り、その手術で右眼の水晶体を取ることになりました。右眼は無水晶体のため

視力もほとんどなく、左眼で見ています。  

「あいあいでお友達とぶつからないかな？」「お友達の顔、お名前を覚えら

れるかな？」など、たくさん心配しましたが、あっという間に馴染み、すごく

楽しんでいました。７ヵ月と短い期間ではありますが、あいあいと出会えて良

かったと思います。「もっと早く出会っていれば…」と思う時はありますが、

あいあいでの経験を小学校でも活かしてほしいと思っています。  

４月から集団登校で行くので心配や不安はありますが、ついて行かず、家か

ら見送りたいと思います。短い期間ではありましたが、双子を見ていただきあ

りがとうございました。  
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みんなでがんばったよ    

その17 Ｆ  さん  

Ｆ
．
は、あいあい教室に０歳から保育園と並行通園でお世話になって６年に

なります。あいあいが大好きで、朝「今日はあいあいやで」と言うととても

喜び、最近では帰りのお集まりのとき帰りたくなくて毎回怒っています。  

Ｆ
．
は産まれてすぐ全盲と診断され、「目が見えなくてこの子の人生は楽し

いのだろうか」「幸せにしてあげられるのだろうか」と不安しかありません

でした。これからどのように育てていけばと悩みインターネットで情報探し

の日々。あいあい教室の存在を知り、見学に行き通園させていただくように

なりました。  

視覚支援の療育の場が少ない中で、隣の県にあったのは本当に良かったで

す。本人は本当にマイペースで、「このままで大丈夫か」と心配でしたが、

色々な経験をさせてもらったり、先生方に何回も根気強く向き合って指導し

ていただいたおかげで出来ることも増えて、Ｆ
．
のペースではありますが、成

長させていただき感謝しかありません。私自身も沢山学ばせていただき、お

母さん方から情報をもらったり、元気をもらって毎回楽しみに通わせてもら

いました。  

もう卒園かと思うと、とても寂しいです。４月からの新しい生活に不安が

たくさんありますが、あいあいで過ごした６年のように一歩ずつ積み重ねて

いけばきっと成長があると信じています。あいあい教室で出会えた先生方、

お母さん方本当にありがとうございました。  

 

 

 

 

 

  

 

 
【ご寄付・ご寄贈いただき、ありがとうございました】  

～皆さまの温かいご支援に、感謝申し上げます～  

・点友会様より   拡大写本３冊  『あかいてぶくろ』他  

・浪川  光代様より  点字図書１冊  『しろい  しろい  ころわん』  
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～退職のお知らせ～ 
3月末で、児童発達支援職員の植野  知佳

ち か

、放課後等デイサービス職員の田中  

正和
まさかず

の２名が退職します。挨拶を以下に掲載します。  
 

 

 
あいあい教室で過ごす日々は、毎日が発見や気付きの連続で、私が子どもた

ちから教わることも多かったように思います。最初は小さい子と関わるのが初

めてで緊張していましたが、声をかけると素直に応えてくれて、大人も子ども

もありのままでいることが大切なんだと教えてもらいました。小さな手で製作

に一生懸命取り組み、難しくても諦めず試行錯誤する姿に励まされました。「で

きた！」と、嬉しそうな顔。たくさんの経験と自信を積み重ねる場所があるこ

と、一緒に楽しめる仲間がいることはいくつになっても素敵なものだと思いま

す。戸惑って悩むこともあったけれど、その悩みを晴らして頑張らせてくれる

のも、また子どもたちでした。宝物みたいな1年間でした。この日々は忘れま

せん。1年間、ありがとう。  

また、忙しい合間を縫って親子や家族であいあいに来られる保護者の皆さん

を「お子さんを大切にされているのだな」と尊敬の眼差しで見ていました。も

し私が家庭を作るなら、そんな家庭を築きたいと思っています。短い間でした

が、お世話になりました。                    

植野  知佳  
 
 
 

 

楽しかったです。ありがとうございました。  

ひょんなことから関わり出した放デイでした。何度もの手術に耐えながらい

つも明るいO
．
くん、しりとりが得意なW

．
ちゃん、何事にも一生懸命取り組むU

．

ちゃん、天真爛漫なS
．
くん、みんなの帰りを優しく見送るB

．
ちゃん、なぜか絡ま

れてしまうT
．
ちゃん、勉強熱心なL

．
ちゃん、遊びの天才のY

．
くん、ちょっとおま

せな I
．
ちゃん、遊びが上手なE

．
くん。そんなみんなと関われて、大変幸せでした。

これでお別れするのは寂しいので、ボランティアとしてもうちょっと関わらせ

てください。   

田中  正和  
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あいあい療育風景 

2月と言えば節分。あいあい教室の子どもたちは、豆まきや豆遊びを楽しみ

ました。1月中旬から、豆を一粒ずつ手に取ってつまんだり、ツルツルの手触

りを確かめたり、小さな箱にたくさん入れてザーっと豆の音を感じたりしなが

らイメージを膨らませました。豆やボールを的に向かって投げる遊びもして、

節分への気合いは充分。当日は新聞紙を丸めたボールを豆代わりにして、鬼に

向かって果敢に投げていました。  

小さいお友だちは、豆に親しむため、たらいに豆を入れて音を楽しむことや

触ることから始めました。その後は、あいあい教室にやってきた小さな鬼（太

鼓の上に鬼の被り物を乗せたもの）と対面しました。太鼓を叩くことで鬼のい

る場所が分かりやすく、さらに豆が太鼓に当たった時には、音で実感を得るこ

とができます。子どもたちも嬉しそうに何度も豆を投げていましたよ。  

鬼にドキドキしたお友だちも、鬼との交流にやる気満々のお友だちも、みん

な一緒に節分の遊びを楽しみました。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

今月の一言①＊どしゃ降りの日があっても、「明日はきっといい天気」と信じて。  植野  

児童  

鬼に触ってみたよ  

豆まきで  

鬼をやっつけた！  

小さな鬼（太鼓に鬼の  

被り物を乗せたもの）  
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あいあい放課後等デイ・かわら版   

 
       

●●1月・2月の活動紹介●●  
    

今月のかわら版では1月から2月の活動の一部を紹介します。  

1月“福笑い”  ～手作りの福笑いのポイントを簡単に紹介！～  

①マグネット式  どこに何を置いたか触って確かめる時に各パーツが動かず、

“置いた”感覚が持ちやすいです。また、書見台に貼ることもでき、姿勢よく

遊べます。  

②凹凸のあるパーツ  みんなで“一緒”に遊べるように、

顔の輪郭や各パーツに様々な素材で少し凹凸をつけ、触っ

てわかるようになっています。  

③遊ぶ前に自分の顔をチェック  手遊びをしたり、鏡を見

たりして顔のパーツの名称や左右上下の位置関係を確認

してみました。よく知っているキャラクターで福笑いをす

ると、顔のイメージが持ちやすいこともありますよ！  

子どもたち同士が一緒に遊ぶ中で、職員が間に入りながらも「眉毛はこの箱

から選んでね」「口はさっき置いた鼻の下」等、声をかけながら遊ぶ姿がありま

した。「見えなくてもどんな顔かわかるの？おもしろいの？」という疑問をも

つ子どももいました。“どんな顔になったのか、何がおもしろいと思うか”等を

子どもたち自身の言葉で直接伝え合う時間となりました。  

2月  “描いてみよう”  ～色んな型を使ってみよう～  

段ボール等を丸や三角、ハートやリボン等の形でくり

抜いた型を使って絵を描きました。型を使って描くと、

視覚的にも触覚的にも描いたり塗ったりする範囲がわ

かりやすくなりました。型通り描くには、手元をよく見

たり、型の縁にペンが当たる感覚を確かめながら描くこ

と、反対の手で型をしっかり押さえることが大切です。

普段はなかなか描くことのない形や手の動かし方を知

りながらの“描いてみよう”となりました。  

＊今月の一言②＊今年度もあとひと月。放デイ初の卒業生と共に思い切り遊んで過ごします！谷口  

  603-8302 11  ﾗｲﾄﾊｳｽ   Tel:075 462 4462 

活動風景  

書見台で福笑い    

ホームページや Facebook にも  

載っているよ！  
 

網板（網の振動で描く実感を

持ちやすくしている）を使っ
てハートを描いたよ！  

tel:075ー462ー44627
tel:075ー462ー44627

